
り
２
名
、
訓
練
１
名
）。
墜
落
が
２
名

（
登
攀
１
名
、
人
工
壁
１
名
）。
転
落
が

１
名
（
登
攀
１
名
）。
滑
落
が
２
名
（
沢

登
り
１
名
、
登
攀
１
名
）。
体
勢
が
４

名
（
無
雪
期
４
名
）。
虫
が
５
名
（
蜂

４
名
、
ア
ブ
１
名
）。
そ
の
他
５
名
（
病

気
２
名
、
他
３
名
）。

　

登
山
形
態
で
は
、
無
雪
期
２２
名
、
登

攀
４
名
、
沢
登
り
６
名
、
人
工
壁
１
名
、

訓
練
１
名
。
骨
折
１４
名
、
損
傷
４
名
、

打
撲
１
名
、
捻
挫
２
名
、
脱
臼
２
名
、

断
裂
２
名
。
刺
傷
５
名
そ
の
他
４
名
。

男
性
１５
名
、
女
性
１９
名
。
下
山
中
の
事

故
は
、
１３
名
。

　

所
属
連
盟
は
、
岡
山
が
５
名
。
兵
庫

４
名
。
東
京
・
愛
知
が
各
３
名
。
道
東
・

埼
玉
・
長
野
・
静
岡
・
大
阪
・
和
歌
山

が
各
２
名
。
道
央
・
群
馬
・
神
奈
川
・

石
川
・
奈
良
・
広
島
・
香
川
が
各
１
名
。

年
齢
は
、
２０
代
１
名
、
３０
代
１
名
、
４０

代
２
名
、
５０
代
７
名
、
６０
代
１４
名
、
7０

代
８
名
、
８０
代
１
名
。

　

今
回
は
、
転
倒
に
よ
る
手
首
骨
折
が

多
発
し
て
い
る
。
濡
れ
た
木
道
や
石
等

で
滑
り
、
転
倒
や
尻
も
ち
、
手
を
つ
い

て
の
事
例
が
多
い
。
蜂
や
ア
ブ
に
よ
る

被
害
も
多
発
し
た
。

　

7５
歳
の
男
性
が
沢
を
下
降
中
に
瀞
で

溺
れ
、
心
肺
蘇
生
で
助
か
る
事
例
が

発
生
し
て
い
る
。
高
齢
で
の
体
力
不
足

や
溺
れ
な
い
対
策
も
必
要
と
考
え
て
い

る
。
北
海
道
で
は
、
極
度
の
脱
水
状
態

で
行
動
不
能
と
な
る
事
例
が
報
告
さ
れ

た
。
熱
中
症
の
原
因
の
ひ
と
つ
で
あ
る

脱
水
症
は
、
水
分
補
給
の
し
方
や
予
防

の
取
り
組
み
を
会
や
個
人
で
学
習
し
て

頂
き
た
い
。

（
石
川
昌
／
全
国
遭
難
対
策
部
長
）

※
事
故
一
報
の
一
覧
表
は
次
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て

く
だ
さ
い
。

技
術
・
登
山
様
式
』
の
啓
発
活
動
（
各

会
場
で
山
の
ト
イ
レ
問
題
ア
ピ
ー
ル
な

ど
）
に
、
今
年
度
は
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

視
察
ハ
イ
ク
、
環
境
省
等
主
催
の
大
台

ケ
原
の
ハ
ル
ザ
キ
ヤ
マ
ガ
ラ
シ
除
去
、

ト
ウ
ヒ
林
再
生
事
業
へ
の
参
加
を
試
み

た
。
手
ご
た
え
は
充
分
だ
っ
た
が
、
会

員
の
自
然
保
護
熱
は
低
い
の
が
現
状
。

ま
ぁ
、
現
実
を
受
け
止
め
て
ボ
チ
ボ
チ

と
行
く
し
か
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
あ
な

た
の
ふ
る
さ
と
の
山
は
、
元
気
だ
ろ
う

か
。
そ
ろ
そ
ろ
来
期
に
む
け
て
歩
き
は

じ
め
て
は
ど
う
だ
ろ
う
。
そ
し
て
会
の

特
色
を
活
か
し
て
ふ
る
さ
と
の
山
の
自

然
を
楽
し
み
な
が
ら
、
私
た
ち
登
山
者

だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
！　

多
面
的
な
活

動
を
展
開
し
て
い
こ
う
。
地
方
で
の
一

歩
が
、
全
国
一
斉
で
歩
め
ば
、
力
と
な

り
道
が
開
く
。
山
歩
き
と
自
然
保
護
も

表
裏
一
体
。
そ
れ
が
労
山
の
歩
き
方
だ

か
ら
。

（
高
橋
円
／
自
然
保
護
委
員
会
）

○
遭
難
対
策
部

　

転
倒
に
よ
る
手
首
の
骨
折
事
故
増
加

　

９
月
８
日
か
ら
１０
月
５
日
ま
で
に
届

い
た
事
故
一
報
は
３３
件
３４
名
。

　

転
倒
が
１５
名
（
無
雪
期
１２
名
、
沢
登

2022 10

口
加
入
者
）
を
提
示
す
る
。

（
今
野
善
伸
／
労
山
基
金
運
営
委
員
）

○
ハ
イ
キ
ン
グ
委
員
会

　

語
り
継
ご
う
労
山
の
価
値
を
！

　

第
２３
回
全
国
ハ
イ
キ
ン
グ
交
流
集
会

は
主
管
団
体
の
奮
闘
も
あ
り
大
成
功
し

た
。
登
山
と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
は
対
面
で

語
り
合
い
、
実
践
で
試
し
、
そ
れ
を
繰

り
返
す
こ
と
で
広
が
り
発
展
す
る
。
そ

の
意
味
で
も
こ
の
集
会
の
成
功
は
大
き

な
跳
躍
台
と
な
る
。
１
９
８
０
年
代「
登

山
の
社
会
的
文
化
的
価
値
・
多
様
な
登

山
」
と
い
う
創
立
理
念
の
具
体
化
、
実

践
化
を
展
開
し
、
多
く
の
ハ
イ
キ
ン

グ
ク
ラ
ブ
が
誕
生
、
大
幅
な
会
員
増
へ

と
つ
な
が
っ
た
。「
若
者
が
一
生
ハ
イ

キ
ン
グ
を
続
け
る
は
ず
が
な
い
。
ハ
イ

カ
ー
層
は
登
山
者
の
源
泉
」
な
ど
と
い

う
暴
論
は
瞬
く
間
に
雲
海
に
消
え
た
。

今
で
は
３０
年
、
４０
年
も
会
・
ク
ラ
ブ
で

多
く
の
仲
間
が
活
動
し
て
い
る
。
さ
て
、

今
後
の
課
題
は
後
輩
に
こ
の
労
山
の
流

れ
を
引
き
継
ぎ
、
仲
間
を
増
や
し
て
い

く
こ
と
だ
。
ハ
イ
キ
ン
グ
愛
好
者
は
ハ

イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
の
み
な
ら
ず
、
総

合
山
岳
会
に
も
多
く
存
在
し
て
い
る
。

我
々
が
主
人
公
の
つ
も
り
で
こ
の
課
題

に
取
り
組
も
う
。
登
山
の
経
験
を
語
る

の
も
大
切
だ
が
、
同
時
に
「
登
山
の
大

衆
化
」
と
い
う
大
き
な
役
割
を
果
た
し

て
き
た
労
山
の
登
山
界
で
の
価
値
を
語

り
継
ご
う
。

（
田
上
千
俊
／
ハ
イ
キ
ン
グ
委
員
長
）

○
自
然
保
護
委
員
会

　

ク
リ
ー
ン（
清
掃
）ハ
イ
ク
か
ら

　

グ
リ
ー
ン（
環
境
保
護
）ハ
イ
ク
へ

　

当
た
り
前
の
よ
う
に
あ
る
べ
く
『
自

然
』
は
、
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時

代
を
私
達
は
生
き
て
い
る
。
全
国
一
斉

で
取
り
組
ん
で
き
た
「
ク
リ
ー
ン
ハ
イ

ク
」。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
山
行
は
、
ま
ま

な
ら
ぬ
も
の
で
足
元
か
ら
見
直
す
機
会

と
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

私
の
所
属
し
て
い
る
連
盟
で
は
、「
ク

リ
ー
ン
（
清
掃
）
ハ
イ
ク
」
が
ア
ッ
プ

グ
レ
ー
ド
し
て
『
グ
リ
ー
ン
（
環
境
保

護)

ハ
イ
ク
』
に
。
具
体
的
に
は
、
各

会
場
で
の
ゴ
ミ
収
集
、
産
廃
調
査
に
加

え　

◎
自
然
環
境
を
知
る
活
動
（
親
子

観
察
会
、
ナ
ラ
枯
れ
処
理
放
置
シ
ー
ト

回
収
、
水
質
調
査
な
ど
）　

◎
山
域
を

守
る
活
動
（
道
標
・
案
内
板
の
掃
除
、

登
山
道
・
山
小
屋
等
点
検
な
ど
）　

そ

し
て
、
◎
『
自
然
を
傷
つ
け
な
い
登
山

○
労
山
基
金
運
営
委
員
会

　

第
2
回
オ
ン
ラ
イ
ン
説
明
会

　

開
催
に
つ
い
て

　

９
月
２7
日
の
基
金
運
営
委
員
会
で
本

年
２
回
目
の
オ
ン
ラ
イ
ン
説
明
会
を
実

施
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
本
説
明
会
は

去
る
７
月
２０
日
に
一
回
目
の
オ
ン
ラ
イ

ン
説
明
会
を
行
な
っ
た
が
、
質
疑
応
答

の
時
間
が
取
れ
な
か
っ
た
の
で
、
今
回

は
質
疑
応
答
を
中
心
に
開
催
す
る
。

　

日
時
は
、
１１
月
３０
日
（
水
）
１９
：
００

～
２０
：
３０

　

参
加
対
象
は
、
基
金
担
当
者
・
運
営

委
員
だ
が
、
労
山
会
員
で
あ
れ
ば
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
る
。

　

開
催
方
法
は
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
情
報
共

有
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
で
行
な
う
。

　

質
問
は
１１
月
１８
日
ま
で
に
労
山
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
参
加
申
込
み
フ
ォ
ー
ム
か

ら
、
ま
た
は
労
山
基
金
宛
に
提
出
す
る
。

当
日
は
、
基
金
の
登
録
や
申
請
実
務
な

ど
の
基
金
担
当
者
が
知
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
ポ
イ
ン
ト
を
中
心
に
説
明
し
、

の
ち
に
質
疑
応
答
を
行
な
う
。
具
体
的

に
は
、
基
金
の
登
録
、
増
し
口
、
加
入

者
の
移
籍
の
場
合
の
手
続
き
な
ど
を
説

明
す
る
。
ま
た
、
事
故
っ
て
入
院
・
通

院
し
た
時
の
交
付
の
具
体
的
金
額
（
５

スタッフと参加者で記念撮影スタートの八王子城址登山口での受付風景

都連盟第 6 回タイムトライアル大会実施
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り
２
名
、
訓
練
１
名
）。
墜
落
が
２
名

（
登
攀
１
名
、
人
工
壁
１
名
）。
転
落
が

１
名
（
登
攀
１
名
）。
滑
落
が
２
名
（
沢

登
り
１
名
、
登
攀
１
名
）。
体
勢
が
４

名
（
無
雪
期
４
名
）。
虫
が
５
名
（
蜂

４
名
、
ア
ブ
１
名
）。
そ
の
他
５
名
（
病

気
２
名
、
他
３
名
）。

　

登
山
形
態
で
は
、
無
雪
期
２２
名
、
登

攀
４
名
、
沢
登
り
６
名
、
人
工
壁
１
名
、

訓
練
１
名
。
骨
折
１４
名
、
損
傷
４
名
、

打
撲
１
名
、
捻
挫
２
名
、
脱
臼
２
名
、

断
裂
２
名
。
刺
傷
５
名
そ
の
他
４
名
。

男
性
１５
名
、
女
性
１９
名
。
下
山
中
の
事

故
は
、
１３
名
。

　

所
属
連
盟
は
、
岡
山
が
５
名
。
兵
庫

４
名
。
東
京
・
愛
知
が
各
３
名
。
道
東
・

埼
玉
・
長
野
・
静
岡
・
大
阪
・
和
歌
山

が
各
２
名
。
道
央
・
群
馬
・
神
奈
川
・

石
川
・
奈
良
・
広
島
・
香
川
が
各
１
名
。

年
齢
は
、
２０
代
１
名
、
３０
代
１
名
、
４０

代
２
名
、
５０
代
７
名
、
６０
代
１４
名
、
7０

代
８
名
、
８０
代
１
名
。

　

今
回
は
、
転
倒
に
よ
る
手
首
骨
折
が

多
発
し
て
い
る
。
濡
れ
た
木
道
や
石
等

で
滑
り
、
転
倒
や
尻
も
ち
、
手
を
つ
い

て
の
事
例
が
多
い
。
蜂
や
ア
ブ
に
よ
る

被
害
も
多
発
し
た
。

　

7５
歳
の
男
性
が
沢
を
下
降
中
に
瀞
で

溺
れ
、
心
肺
蘇
生
で
助
か
る
事
例
が

発
生
し
て
い
る
。
高
齢
で
の
体
力
不
足

や
溺
れ
な
い
対
策
も
必
要
と
考
え
て
い

る
。
北
海
道
で
は
、
極
度
の
脱
水
状
態

で
行
動
不
能
と
な
る
事
例
が
報
告
さ
れ

た
。
熱
中
症
の
原
因
の
ひ
と
つ
で
あ
る

脱
水
症
は
、
水
分
補
給
の
し
方
や
予
防

の
取
り
組
み
を
会
や
個
人
で
学
習
し
て

頂
き
た
い
。

（
石
川
昌
／
全
国
遭
難
対
策
部
長
）

※
事
故
一
報
の
一
覧
表
は
次
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て

く
だ
さ
い
。

技
術
・
登
山
様
式
』
の
啓
発
活
動
（
各

会
場
で
山
の
ト
イ
レ
問
題
ア
ピ
ー
ル
な

ど
）
に
、
今
年
度
は
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

視
察
ハ
イ
ク
、
環
境
省
等
主
催
の
大
台

ケ
原
の
ハ
ル
ザ
キ
ヤ
マ
ガ
ラ
シ
除
去
、

ト
ウ
ヒ
林
再
生
事
業
へ
の
参
加
を
試
み

た
。
手
ご
た
え
は
充
分
だ
っ
た
が
、
会

員
の
自
然
保
護
熱
は
低
い
の
が
現
状
。

ま
ぁ
、
現
実
を
受
け
止
め
て
ボ
チ
ボ
チ

と
行
く
し
か
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
あ
な

た
の
ふ
る
さ
と
の
山
は
、
元
気
だ
ろ
う

か
。
そ
ろ
そ
ろ
来
期
に
む
け
て
歩
き
は

じ
め
て
は
ど
う
だ
ろ
う
。
そ
し
て
会
の

特
色
を
活
か
し
て
ふ
る
さ
と
の
山
の
自

然
を
楽
し
み
な
が
ら
、
私
た
ち
登
山
者

だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
！　

多
面
的
な
活

動
を
展
開
し
て
い
こ
う
。
地
方
で
の
一

歩
が
、
全
国
一
斉
で
歩
め
ば
、
力
と
な

り
道
が
開
く
。
山
歩
き
と
自
然
保
護
も

表
裏
一
体
。
そ
れ
が
労
山
の
歩
き
方
だ

か
ら
。

（
高
橋
円
／
自
然
保
護
委
員
会
）

○
遭
難
対
策
部

　

転
倒
に
よ
る
手
首
の
骨
折
事
故
増
加

　

９
月
８
日
か
ら
１０
月
５
日
ま
で
に
届

い
た
事
故
一
報
は
３３
件
３４
名
。

　

転
倒
が
１５
名
（
無
雪
期
１２
名
、
沢
登

2022 10

口
加
入
者
）
を
提
示
す
る
。

（
今
野
善
伸
／
労
山
基
金
運
営
委
員
）

○
ハ
イ
キ
ン
グ
委
員
会

　

語
り
継
ご
う
労
山
の
価
値
を
！

　

第
２３
回
全
国
ハ
イ
キ
ン
グ
交
流
集
会

は
主
管
団
体
の
奮
闘
も
あ
り
大
成
功
し

た
。
登
山
と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
は
対
面
で

語
り
合
い
、
実
践
で
試
し
、
そ
れ
を
繰

り
返
す
こ
と
で
広
が
り
発
展
す
る
。
そ

の
意
味
で
も
こ
の
集
会
の
成
功
は
大
き

な
跳
躍
台
と
な
る
。
１
９
８
０
年
代「
登

山
の
社
会
的
文
化
的
価
値
・
多
様
な
登

山
」
と
い
う
創
立
理
念
の
具
体
化
、
実

践
化
を
展
開
し
、
多
く
の
ハ
イ
キ
ン

グ
ク
ラ
ブ
が
誕
生
、
大
幅
な
会
員
増
へ

と
つ
な
が
っ
た
。「
若
者
が
一
生
ハ
イ

キ
ン
グ
を
続
け
る
は
ず
が
な
い
。
ハ
イ

カ
ー
層
は
登
山
者
の
源
泉
」
な
ど
と
い

う
暴
論
は
瞬
く
間
に
雲
海
に
消
え
た
。

今
で
は
３０
年
、
４０
年
も
会
・
ク
ラ
ブ
で

多
く
の
仲
間
が
活
動
し
て
い
る
。
さ
て
、

今
後
の
課
題
は
後
輩
に
こ
の
労
山
の
流

れ
を
引
き
継
ぎ
、
仲
間
を
増
や
し
て
い

く
こ
と
だ
。
ハ
イ
キ
ン
グ
愛
好
者
は
ハ

イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
の
み
な
ら
ず
、
総

合
山
岳
会
に
も
多
く
存
在
し
て
い
る
。

我
々
が
主
人
公
の
つ
も
り
で
こ
の
課
題

に
取
り
組
も
う
。
登
山
の
経
験
を
語
る

の
も
大
切
だ
が
、
同
時
に
「
登
山
の
大

衆
化
」
と
い
う
大
き
な
役
割
を
果
た
し

て
き
た
労
山
の
登
山
界
で
の
価
値
を
語

り
継
ご
う
。

（
田
上
千
俊
／
ハ
イ
キ
ン
グ
委
員
長
）

○
自
然
保
護
委
員
会

　

ク
リ
ー
ン（
清
掃
）ハ
イ
ク
か
ら

　

グ
リ
ー
ン（
環
境
保
護
）ハ
イ
ク
へ

　

当
た
り
前
の
よ
う
に
あ
る
べ
く
『
自

然
』
は
、
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時

代
を
私
達
は
生
き
て
い
る
。
全
国
一
斉

で
取
り
組
ん
で
き
た
「
ク
リ
ー
ン
ハ
イ

ク
」。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
山
行
は
、
ま
ま

な
ら
ぬ
も
の
で
足
元
か
ら
見
直
す
機
会

と
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

私
の
所
属
し
て
い
る
連
盟
で
は
、「
ク

リ
ー
ン
（
清
掃
）
ハ
イ
ク
」
が
ア
ッ
プ

グ
レ
ー
ド
し
て
『
グ
リ
ー
ン
（
環
境
保

護)

ハ
イ
ク
』
に
。
具
体
的
に
は
、
各

会
場
で
の
ゴ
ミ
収
集
、
産
廃
調
査
に
加

え　

◎
自
然
環
境
を
知
る
活
動
（
親
子

観
察
会
、
ナ
ラ
枯
れ
処
理
放
置
シ
ー
ト

回
収
、
水
質
調
査
な
ど
）　

◎
山
域
を

守
る
活
動
（
道
標
・
案
内
板
の
掃
除
、

登
山
道
・
山
小
屋
等
点
検
な
ど
）　

そ

し
て
、
◎
『
自
然
を
傷
つ
け
な
い
登
山

○
労
山
基
金
運
営
委
員
会

　

第
2
回
オ
ン
ラ
イ
ン
説
明
会

　

開
催
に
つ
い
て

　

９
月
２7
日
の
基
金
運
営
委
員
会
で
本

年
２
回
目
の
オ
ン
ラ
イ
ン
説
明
会
を
実

施
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
本
説
明
会
は

去
る
７
月
２０
日
に
一
回
目
の
オ
ン
ラ
イ

ン
説
明
会
を
行
な
っ
た
が
、
質
疑
応
答

の
時
間
が
取
れ
な
か
っ
た
の
で
、
今
回

は
質
疑
応
答
を
中
心
に
開
催
す
る
。

　

日
時
は
、
１１
月
３０
日
（
水
）
１９
：
００

～
２０
：
３０

　

参
加
対
象
は
、
基
金
担
当
者
・
運
営

委
員
だ
が
、
労
山
会
員
で
あ
れ
ば
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
る
。

　

開
催
方
法
は
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
情
報
共

有
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
で
行
な
う
。

　

質
問
は
１１
月
１８
日
ま
で
に
労
山
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
参
加
申
込
み
フ
ォ
ー
ム
か

ら
、
ま
た
は
労
山
基
金
宛
に
提
出
す
る
。

当
日
は
、
基
金
の
登
録
や
申
請
実
務
な

ど
の
基
金
担
当
者
が
知
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
ポ
イ
ン
ト
を
中
心
に
説
明
し
、

の
ち
に
質
疑
応
答
を
行
な
う
。
具
体
的

に
は
、
基
金
の
登
録
、
増
し
口
、
加
入

者
の
移
籍
の
場
合
の
手
続
き
な
ど
を
説

明
す
る
。
ま
た
、
事
故
っ
て
入
院
・
通

院
し
た
時
の
交
付
の
具
体
的
金
額
（
５

スタッフと参加者で記念撮影スタートの八王子城址登山口での受付風景

都連盟第 6 回タイムトライアル大会実施
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